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Ⅰ は じ め に
社会科教育の具体的な内容テーマの中心は，人権・環境・国際理解にあると考えられる。
ところで，生徒たちが日常接している地域社会は，具体的にリアルな実感を持って把握でき
るが，海外を対象とする社会的事象の教材化にあたっては，実体性をともなわない，直接体
験できない，想像もつかない遠い世界の他人事として生徒は実感をもつて理解することが難
しい。
そこで，グローバル化する現代社会において，国際理解・異文化理解のための社会的事象
身近な地域のなかでリアルな教材として発掘する必要がある。それは教師の力量にとって，
重要な課題となろう。
本研究では，地域からグローバルな理解につながる教材開発と授業実践モデルとして，本
学の近くにある関西国際空港におけるイスラム教徒用機内食製造を事例として取り上げる。
空港周辺の大阪府，泉州地域の公立中学校において，身近な空港の機内食を題材にして，多
文化理解・国際理解につとめる教材開発・授業実践モデルを構築することを試みる。
もちろん，中学生にとって飛行機旅行そのものが身近な存在かどうか批判が生じよう。し
かし，泉州地域にとって身近にある関西国際空港は，多様な言語・宗教・文化をもった人々
が交差する民族のるつぼであり，多文化理解・国際理解の教材として適していよう。
また宗教の抽象的な教義の違いを中学生に理解させることは困難であるが，機内食を通し
て，宗教上の具体的な食生活のタブーを教材化することで，具体的に理解を進めることが可
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地域素材から国際理解教育につながる
中学校社会科授業実践指導構成案の試み
関西国際空港におけるイスラム教徒用機内食製造を事例として
能と予想できる。ここに，本研究における教材開発と授業実践モデル構築のねらいがある。
それは，平成20年１月の中央教育審議会答申「学習指導要領等の改善について」に記され
ているように，社会科の改定の主旨として,「社会参画・伝統や文化・宗教に関する学習を
充実させる｡」という方向と合致するものである。
その授業構成の要旨は，まず世界の三大宗教（キリスト教・仏教・イスラム教）を取り上
げる。そのなかでイスラム教は特に食事に対する戒律が厳格である。そこで，グローバル化
する現代社会では，さまざまな食文化をもつ人々が移動することにともない，航空機内食に
は特別な配慮が必要となっている。イスラム国の一つ，マレーシアの航空会社へ納入される
機内食の関西国際空港での製造を教材として，生徒たちにイスラムの食文化の違い，文化の
多様性，国際理解の大切さに気付かせることにある。
簡潔に言えば，この授業の目標は世界の宗教・文化の多様性と私たちの日常生活とのかか
わりに気付かせることにある。その具体的な内容として，イスラム教の厳しい食事の戒律を
事例に，それに配慮した地元の関西国際空港における機内食製造の人々のさまざまな取り組
みを理解させることにある。
なお，以下の本論文の構成は，次のⅡ章においてまず筆者らが考える社会科教育の目標と
対象について述べる。Ⅲ章では教材研究として，イスラム教の食生活の教え，機内食の特色，
関西空港におけるイスラム機内食の製造について，記すことにする。Ⅳ章では具体的な学習
指導案（略案）を提示する。Ⅴ章では，今後の課題とまとめについて記すことにする｡
Ⅱ 社会科教育の目標と対象
社会科教育の目標は，社会認識の育成と公民的資質の育成の両者からなる。公民とは市民
社会の一員としての市民，主権国家の成員としての国民の両者の意味を含んだ言葉である。
具体的には，日本国憲法の基本理念である主権在民・民主主義・基本的人権の尊重・平和主
義について理解し，実践できる人材の育成をさしていよう。よりわかりやすく言い換えれば，
個人の自我のみを押し通すのではなく，常に公共，すなわち他者・さまざまな人々が構成す
る人間集団である社会について，思いをめぐらすことできる人が公民である。
そのための社会科教育の一環として地理教育が存在する。そこで地理教育の具体的目標は，
国際理解が最も重要であり，その学習の基礎となる自然環境の多様性の理解と，生徒がくら
す地元である地域社会や日本地理・世界地理の認識（地誌学習）といった目標から構成され
ている。
このような目標に照らし合わせて，授業の対象，教材のテーマとなるのが社会的事象であ
る。社会的事象とは，教師（指導者）の恣意的な，個人の好みのようなもので授業対象やテー
マを選定すべきものではなく，社会的意義がある教材を取り上げ，すなわち社会性をもった
授業を実践しなければならないことをさしている。社会的事象には，①人間（個人）に関す
る事象，②人間の行動に関する事象，③人間をとりまく環境や制度に関する事象がある。①
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は特定の個人や集団，あるいは工場労働者・製造企業といった一般概念からなる。②には商
品を生産する，流通させる，消費生活を行う，通勤するなどといった人間の行動があげられ
る。③は自然環境・生産技術・企業組織・法律・国家・地方自治体など，環境や制度からな
る。これらの社会的事象のうち，特に日本や世界の地域性と関連して取り上げられる事象を
地理的事象という。また各時代の文脈や歴史の時間的流れのなかで取り上げられる事象を歴
史的事象という。
たとえば自動車というものを例にとると，それが単に機械やモノとしてあるのではなく，
生産物や流通の途上にあるものである，労働手段や労働対象である，公害を出す，事故をお
こすといった社会的問題の対象として考えることによって，はじめて社会的事象として取り
上げられるのである。
社会科でねらいとされていることは，これら個別の事象の単なる説明ではない。児童生徒
たちが社会あるいは社会生活を理解し，認識し，説明できるようにすることである。そのた
めには，社会的事象を通して，さまざまな人々の意図・目的・願いを知り，社会的な意義や
意味を知ることが必要である。社会的事象を通して，理論を発見し，発見した理論から社会
的事象を説明することができるようにすることが課題である。
なお，社会科地理的分野の指導において，さまざまな地域スケールの異なる教材，事象相
互のつながりについて，教師は指導がむずかしく，生徒も理解が困難になりがちである。
そこで，この研究で提示する教材は,「身近な地域」として関西空港における機内食工場
を,「国レベルの地域」としてはマレーシアを,「州・大陸レベルの地域」として東南アジア
およびイスラム世界を取り上げて重層的に融合している。地域の事象を世界のなかに位置付
けて考え，日本と世界のつながりについて考えさせる教材提示と授業構成を工夫している。
それは適切な主題を設定し，常に他地域との比較やつながり・交流のもとで地域における
社会的事象を考察する「比較動態地誌」の方法を実践するものでもある。
Ⅲ 教 材 研 究
１．イスラム教の食生活について
イスラム教とは７世紀初めにアラビアのモハンマドが預言者として神から授かった宗教で
ある。唯一神「アラー」を信ずる一神教で,「コーラン」を聖典とする。キリスト教・仏教
とともに三大宗教の一つに数えられる。
イスラム教徒にとっては，宗教が生活の基礎になっており，食生活を含め，諸個人が宗教
の信条をかたくなに遵守する傾向が強い。イスラム教では食事の規制事項があるため，口に
入れる食材に対して非常に気を遣う。
イスラム教徒は,「食材｣,「料理に付着した血液｣，調理する「厨房」と「調理器具」がイ
スラム教の教義に則ったものであるかどうかということに非常に敏感である。敬虔なイスラ
ム教徒は，豚肉が入っていなくても豚を扱う厨房や器具で調理される料理を拒否する。
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料理の食材が明らかでない場合には，その料理を食べることを拒否する。食事は，信徒に
対する神からの報酬と考えらえており，食事を楽しむことを重視する。
イスラム教徒が多い国では，イスラム教の教義に則った適切な食材を扱い，家庭料理や外
食での料理が作られている。また海外から輸入した肉類などの食材や食品には，それらがイ
スラム教の教義に則ったものであることを示すために「ハラルマーク」(アラビア語や英語
で “HALAL” と書かれる）を付けてある。
イスラム教徒が多い国においては,「マクドナルド」など，世界各国に店舗を持つファー
ストフード店は，その地域において食べてよい食材を用いた独自の商品を開発して，営業し
ている。
ハラル・ミールを扱う店には，厳密に次のような規定が実施されている。調理場に対する
制約：そこではハラル・ミール以外は一切扱わない。調理器具に対する制約：その調理器具
をハラル・ミール以外の調理に用いてはならない。アルコール類は用意しておいてもよいが，
イスラム教徒には提供してはならない。イスラム教徒以外は，調理用の手袋を使用し，直接
に触れてはならない。厳格なイスラム教徒はこれらの条件しか満たしたお店の料理しか口に
しない。
ハラル・ミールとはコーランの用語で許された合法の食品という意味である。ハラルはア
ラー（神）により食べることを許されたものであり，それを摂ることはイスラム教徒の義務
とされている。ハラルには，牛・羊・ヤギ・ラクダ・シカ・ニワトリの肉類であって，イス
ラム教の作法によりお祈りをささげて食肉加工されたものと，ミルク（豚以外)・はちみつ・
魚・果物・野菜・穀物などがある。
一方，コーランでアラーにより禁じられたもの（ハラム）として，豚・子豚・血液（加工
品ふくむ)・ワインなどのアルコール飲料がある。またゼラチン・酵素など由来がはっきり
しないものを食用とすることも禁じられる。
２．機内食の特色について
1994年に開港した関西国際空港の空港島内には，民間の機内食工場が併設されている。工
場は航空テロの警戒や衛生安全上の理由から，一般の人々の立ち入りは厳重に制約されてお
り，知られざる存在である。
機内食は就航中の航空機内で乗客や乗務員に提供される食事や飲み物であり，食品産業界
全体のなかでは，きわめてユニークな位置を占める。とりわけ機内食は航空機の運航時刻に
よって制約され，高度な衛生管理条件が必要とされることから，専門的の特化した業者によっ
て提供されている。また機内食工場は，公共交通機関としての国際航空・国際空港に不可欠
な基礎的・補助的施設となっている。
さらに機内食産業では，製造者が直接に消費者である乗客や乗員と接触・交流して，その
食事の評判を確かめることは困難である。機内食工場は，空港の構内かもしくは近接して立
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地し，長時間365日間稼働しなければならない。航空会社や路線，乗客の嗜好の多様化によっ
て，多品種少量生産の傾向が強まり，必要なときに，必要な量だけが，必要な場所にムダな
く納入されるということが要求されるので，高度なロジステイクス管理が必要となり，ジャ
スト・イン・タイム方式による生産と納入が行われている。
その衛生安全管理面は，国際航空機関の定めた統一基準によって厳密に実施される。機内
食は一般に，調理・搭載から機内での食事提供までに時間を要することから，一度加熱した
後で，冷凍・冷蔵される食材が多く，たとえば食肉加工品として冷蔵保存が容易なパテやテ
リーヌなどの練り製品がよく用いられる傾向があった。逆に冷えると味や食感が落ちる食品，
たとえば揚げ物（フライ・てんぷら）などは用いることは困難である。このような点が，一
般の弁当とは大きく異なる点である。
その上に，機内食およびそのトレー・カートなどは運搬用具は，航空機の搭載能力からく
る重量配分の制約を超えることはできないという条件がある。
ここで世界における機内食産業の沿革について，簡潔に見ておこう。第一次世界大戦後，
軍人出身のパイロットによって主にになわれた民間航空の黎明期には，郵便物の輸送が中心
であったが，次第に航空旅客は増加していった。当初の機内食の提供は，サンドイッチに魔
法瓶に入れたコーヒー・紅茶の提供といった簡単なものであった。ところが，1936年の
DC3 型機および同年の Bowing307 型機の就航により，機体の大型化と搭載能力の向上とと
もに，機内に小型のギャレーが設置されて機内食搭載場所が確保されるようになった。その
時期は，特にアメリカ国内の長距離路線において各航空会社の競争が激しくなっていた。そ
こで，1930年代後半からアメリカを中心に本格的な機内食が提供されるようになった。
その後，第二次世界大戦を経て，ジエット化による機材の大型化・航空機利用の普及と大
衆化によって，機内食の提供も大量になり，かつ標準化されていった。
ところで，現代における機内食の傾向としては，嗜好の多様化が認められる。また健康食
や宗教上の禁忌から食事メニューに対する要求も多様化している。機内食も標準化・大量生
産の方向から多品種少量生産の方向へと転換しつつある。
３．関空機内食工場におけるイスラム食の製造について
近年，機内食に関して，乗客から特別食の需要・要望が増加している。それは，乗客の側
からの健康保持，医療上（アレルギー・アトピーなどのへの対応）や宗教上の理由や要望が
重要となっている。そのため，機内食のメニューの種類は増加し，多品種少量生産の傾向を
たどっている。国際航空機関によると，特別食の定義は約20種類におよんでいる。
特に宗教上の禁忌から，ヒンズー教・イスラム教とインドのジャイナ教徒の食事が区別さ
れている。
これらのなかで，特に関西国際空港における機内食工場が重視しているのが，イスラム食
である。イスラム食の遵守についても，航空会社によって異なる。ガルーダ・インドネシア
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航空については，乗客の食事に対しての戒律はゆるやかでアルコール類も可であるし，調理
に豚を使わなければよいだけである。これに対して，厳格なのはマレーシア航空である。調
理の途上においても，みりんや料理酒など，一切アルコール・種類を用いたソースなどを用
いてはならない。
特にマレーシア航空の機内食では，イスラム食についての教義 (HALAL) が厳密に守られ
ている。１年に１回，マレーシア航空からハラルの教えを厳密に遵守しているかどうかの視
察団が工場にやってくる。その視察は３日間をかけ，１日目はハラルの教えの講義が行われ
る。２日目はハラルの教えを守って調理が行われているかどうか，工場の実地調査が行われ
る。３日目はハラルの条件を満たしているかどうか，食材仕入先の業者や工場が視察される。
そこで機内食工場では，食品検査技術者にマレー人のイスラム教徒を採用して，日常の食
品衛生検査を行うとともに，マレーシア航空視察時には質問・説明に対して万全の対応がで
きるようにしている。
機内食の調理工場では，イスラム食の生産ラインだけを別の専用フロアにわけている。そ
こで調理に従事する従業員はイスラム食に従事することをあらわす緑と黄色の腕章をつけ，
その日はイスラム食の生産だけに従事する。また食材の保管庫から，調理場の冷蔵庫・調理
器具・トレーやプラスチックの容器に至るまで，すべて HALAL マークのシールがはられ，
他の食事の調理に使う場所や器具からは完全に区別されている。つまり，イスラム食は食材
の段階から隔離され，他の食事の生産ラインとは一切接触・交差しないようになっている。
ハラルの食材については，日本では,たとえば豚を一切扱ったことのない食肉業者といっ
た条件に合致する業者を探し出すことは困難なので，牛肉・羊肉・鶏肉はハラル用のものを
輸入して使用している。
機内食業者によれば，マレーシア航空・トルコ航空やカタール航空などは，有力なお得意
先であるし，今後も東南アジアや西アジアにおけるイスラム教国の経済発展による航空旅客
輸送需要が増加・発展することを考慮して，イスラム食を重視していきたいという。
ユダヤ教も食事の戒律が厳しいのであるが，ユダヤ教食は需要が少なく，製造が困難であ
るため，ベルギーの専門業者から輸入している。
Ⅳ 授業指導案
これまでの教材研究をもとに作成した授業指導案（略案）は第１表のとおりである。
なお本時案は，平成20年３月28日付，文部科学省学習指導要領（中学校社会科）における
「世界各地の人々の生活と環境」の単元に位置付けるものである。
この単元の目標は,「世界各地における人々の生活の様子とその変容について，自然およ
び社会的条件と関連付けて考察させ，世界の人々の生活や環境の多様性を理解させる｡」と
ある。またその「内容の取扱い」については,「(世界の人々の生活と環境）については，世
界各地の人々の生活の様子を考察するにあたって，衣食住や，生活と宗教のかかわりなどに
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中学校社会科（地理的分野）学習指導案
日時 月 日（ ） 時限 年 組 ( 人) 指導教諭
大単元 人々の生活と環境
教科書や
資料など
教育出版 中学社会・地理，地域にまなぶ
帝国書院 新編中学校社会科地図
要旨
世界の三大宗教の一つであるイスラム教は食事の戒律が厳格である
国際化する社会において機内食にも特別な配慮が必要となっている
イスラム国の一つマレーシアの航空会社の関西空港における機内食
製造を事例に，イスラムの食文化の違い，文化の多様性，国際理解
の大切さを気づかせる
指導計画
・赤道に沿った暑い世界 １時間
・植物の少ない乾いた世界 １時間
・季節が移り変わる世界 １時間
・氷と白夜の世界 １時間
・標高が高く空気の薄い世界 １時間
・さまざまな言語と人々のくらし １時間
・さまざまな宗教と人々のくらし １時間
・宗教と社会のかかわり １時間(本時)
本
時
案
本時の単元 宗教と社会のかかわり
本時の目標
世界の宗教，文化の多様性と私達の日常生活とのかかわりに気付かせる
イスラム教の食事の戒律を事例に，地元の関西国際空港の機内食製造のさまざまな取り組みを理解
させる
過程 学 習 内 容 学 習 活 動 時間 指導上の留意点 備 考
導
入
前回授業の復習
(世界の三大宗教)
本時授業の提示
(イスラム教)
世界三大宗教の分布について地図帳で確認
させる
本時の単元 イスラム教について教科書を
読んで把握し，授業の開始とする
５分
前回授業分のノートを見て
確認させる
学習開始体制の確認
請議法
教科書 p. 2829
請議法・読書法
教科書 p. 30
展
開
＜板書事項＞
宗教上の食生活のきまり
ヒンズー教徒
(インドほか) 牛×
イスラム教徒 豚×酒×
仏教徒 ベシタリアン
ユダヤ教徒
ジャイナ教徒
マレーシア (東南アジア
マレー半島)
マレー人 イスラム教徒
60％
その他 中国系(仏教・
儒教)
インド系 (ヒンズー教徒)
少数先住民族
複合民族国家
原油・天然ガスの開発
IT・電子機器・自動車産
業の発展
観光リゾート地
日本との深いつながり
日本航空の機内食のホームページのプリン
トを配る
宗教上のタブーに配慮して特別機内食を注
文できることを理解させる
東南アジアのマレーシア航空では特に厳格
にイスラム教徒のためのハラル・ミールが
全員に機内食として提供されていることを
HPのプリントで確認する
関西空港に就航するマレーシア航空の路線
図を示す
関空・成田―クアラルンプール ７時間
夕(夜)食２ 朝食の提供
ハラル食の機内食の例ココナッツ風味のチ
キンカレー
豚肉・アルコール(酒)を一切使わない
専用の調理場・調理器具・食器で作る
異教徒の食事といっしょの時・所で作らな
い
関西国際空港にある機内食工場
専用の食材搬入口・調理フロア・食器・調
理器具 ハラル・マークのシール
専用の調理チーム その日はイスラム食だ
けに従事 ハラル・マークの腕章
マレーシア航空の検査に対応 マレー人の
食品衛生検査技師を常駐
マレーシアだけではなく世界のイスラムの
人々となかよくするための努力を重ねてい
る機内食工場の人々の願いに気づかせる
40分
ヒンズー教徒・イスラム教
徒をはじめ世界の宗教にお
いて食の戒律がきびしくさ
まざまな食文化が形成され
ていることを比較させる
日本とマレーシアとの間の
距離・位置関係を地図帳で
正しく把握させる
教科書や地図帳をもとに東
南アジアには仏教・イスラ
ム教・ヒンズー教をはじめ
多様な宗教と民族が分布す
ることを理解させる
機内食会社のホームページ
のプリントをもとに，マレー
シア航空のイスラム機内食
製造にさまざまな配慮がな
されていることを説明され
る
国際化する時代において，
地域社会でも国際理解のた
めのさまざまな取組みが行
われていることを理解させ
る
問答法
比較法
プリント
教科書 p. 45
主題図
地図帳 p. 28
プリント
請議法
地図帳 p. 29
プリント
請議法
問答法
比較法
請議法
問答法
比較法
まとめ
次
時
予
告
ま
と
め
と
地元の地域においてもイスラムをはじめ世界のさまざまな宗教・文化・
価値観をもつ人々となかよくするための努力がなされていることに気
づかせる
今後の日本にとってマレーシアとの関係が重要であることに触れる
原油・天然ガスの開発 IT産業・電子機器・自動車産業の発展・観
光リゾートなど
次時予告 次回から「世界の諸地域 アジア」の学習を始めること
を予告する
５分
本時学習の板書事項の中で
「まとめ」に関係する主要
部分を指導・指示する
ノートの再確認を促す
総括
請議法
評
価
社会的事象への関心・意欲・態度 それぞれの宗教・文化・食生活の違いを反映した機内食について積極的に調べようとす
る
社会的思考・判断 宗教・文化の違いから食生活が異なることについて，地域社会においても機内食の製造などさまざまな
配慮が行われることを説明できる
資料活用の技能・表現 地図帳（主題図）の上で東南アジアの多様は民族や宗教の分布を読み取ることができる
社会的事象についての知識・理解 国際化と交通の発達のもとで，さまざまな宗教や文化的価値観をもつ人々が交流し，そ
のために地域においてさまざまな配慮が行われていることを理解できる
着目させるようにすること。その際，世界の主要な宗教の分布について理解させるようにす
ること｡」と記されている。
さらに，文部科学省『中学校学習指導要領解説 社会編 平成20年９月』には次のように
注意事項が記されている。
「生活と宗教とのかかわり」(内容の取扱い）とは，世界には様々な宗教があり宗教とか
かわりの深い生活が営まれていること，同じ地域でも宗教その他の社会的条件による生活の
違いがみられることなどに着目させることを意味している｡「その際，世界の主な宗教の分
布について理解させる」(内容の取扱い）とあるのは，仏教，キリスト教，イスラム教など
の世界的に広がる宗教の分布について分布図を用いて大まかに把握させ，歴史的分野の学習
とも関連付けて理解させることを意味している。なお，分布図を扱う際には，分布の境界は
必ずしも明確に分けらないものであることに触れ，分布図を読み取る上での留意点を示すこ
とが望ましい。
これらの観点や留意事項を配慮して，授業指導案を構成するものとする。
Ⅴ まとめと今後の課題
本時案は当初は，教材設定について，最初に授業者は地元の関西国際空港における厳密な
イスラム食製造の事例をもとに，イスラム教やマレーシアの人々の親善を願う機内食産業の
人々のすがたを授業化しようと考えた。しかし，実際の授業展開については，世界の三大宗
教としてのイスラム教について紹介し，その独特の食文化についてふれるとともに，その影
響が地元の関西国際空港の機内食製造におよぼしている影響や，機内食工場にたずさわる人々
の国際親善への願いを考察させる構成に変化した。グローバルな課題のなかで，地域の社会
的事象を再確認させるという手法をとることとなった。
本時案のあるべき姿（評価）としては以下の諸点が指摘できる。
「社会的事象への関心・意欲・態度」として，生徒がそれぞれの宗教・文化・食生活の違
いを反映した機内食について積極的に調べようとすることがあげられる。
「社会的思考・判断」として，宗教・文化の違いから食生活が異なることについて，地域
社会においても，機内食の製造など，さまざまな配慮が行われていることを説明できること
があげられる。
「資料活用の技能・表現」として，地図帳（主題図）から，東南アジアの多様な民族や宗
教の分布を読み取ることができる。
「社会的事象についての知識・理解」として，国際化と交通の発展のもとで，さまざまな
宗教や文化的価値観をもつ人々が交流し，そのために地域においてもさまざまな配慮が行わ
れていることを理解できることが，指摘できる。
しかし，教材設定の反省点についても考慮しなければならない。
マレーシア航空のイスラム機内食へのこだわりはマレーシアの国是の反映でもある。政府
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にとって，マレーシア国内で生産したハラル加工食品を欧米・日本在住のイスラム教徒向け
に輸出し，外貨獲得をはかりたいのである。
また，高校地理への発展的課題として「プミプトラ政策」についても考慮しなければなら
ない。それは，イスラム教徒のマレー人（国民全体の約60％）を優遇することによって，華
人（仏教・儒教)・インド系（ヒンズー教)・先住少数民族との対立・差別が深刻化すること
になる。機内食をイスラム食に一元化して取り上げることは，多民族国家マレーシアの人権
問題を見失う恐れがある。
そのことは，文部科学省『中学校学習指導要領解説 社会編 平成20年９月』31頁に記さ
れているように,「人々の生活を中心にした文化の学習については，一つの事例が生活全体
あるいは地域全体の特徴としてとらえる過度な一般化を招きやすい。そのことに留意し，文
化を固定的なものととらえさせたり，特定の民族に対する固定観念をもたせたりする学習と
ならないように配慮することが必要である。指導に当たっては，特に地域の人々の生活はそ
れぞれの地域の地理的条件のもとに成り立っているということ，他地域の人々の生活を理解
するのに，自分たちの生活を絶対視してとらえてはいけないということに留意して扱い，多
様な文化を尊重する態度を身に付けさせることが求められる｡」ということである。このこ
とに，配慮して授業を進めなければならないと言える。
また，本教材には追体験の困難性がある。すでに記したように，身近に立地するものの機
内食工場は保安上・衛生上の理由から中学生が団体で見学することは難しい。かわりにイン
ターネットの映像で，機内食工場における一般機内食・イスラム食製造のようすを見ること
ができる。またインターネット上には，マレーシア航空の機内食として検索すれば，サテと
呼ばれる焼き鳥や鶏肉入りのカレーなどハラル食品の映像を見ることができる。これらの映
像を見せて，生徒の理解を促進することも必要であろう。
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Proposed Curriculum for Junior High School Social Studies
Designed to Boost International Understanding,
Drawing on Regional Resources
Case Study : Inflight Meals from Kansai International Airport
to Meet Muslim Needs
OHNO Jyunko
KAJI Naoki
FUJIWARA Eiichi
MASUDA Tadanobu
NOJIRI Wataru
This research cites the case study of inflight meal preparation at Kansai International Airport
designed to meet Muslim culinary needs. It is intended as a model case study for materials and
curriculum development that can potentially lead to better understanding, at both regional and
global levels to facilitate better understanding across countries and cultures. The setting is a pub-
lic junior high school in the Senshu region of Osaka Prefecture, located near the airport. Due to
its close proximity to the airport, the subject of inflight meals is a familiar one for the students.
A summary of the class is as follows. First, the class covers the world’s three great religions:
Christianity, Buddhism, and Islam. Amongst these religions, Islam in particular has strict rules
and precepts regarding food. In modern society, which is becoming more and more global, people
from various different culinary traditions move from place to place. To meet the needs of these
travelers, it is clear that special consideration should be made in the preparation of inflight meals.
By observing the preparation of inflight meals at Kansai International Airport for Malaysia
Airlines (Malaysia being a Muslim country), the students experience how Muslim culinary cul-
ture is different from their own. They are also exposed to diverse cultures and learn the impor-
tance of greater understanding on an international level.
The class plan should focus on the following criteria ;
Interest, enthusiasm, and stance on social phenomena :
In this class, the students take the initiative in investigating how inflight meals are prepared with
special consideration given to religion, culture, and culinary traditions.
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Social awareness and decision-making :
Students learn how various considerations are made in processes such as inflight meal prepara-
tion in the region to accommodate differences in cuisine stemming from religious and cultural di-
versity, and are able to explain these differences themselves.
Development of skills in understanding materials and utilizing of resources :
Referring to a thematic map, students observe the distribution of the various ethnic groups and
religions of Southeast Asia.
Knowledge and understanding of social phenomena :
Today’s environment is characterized by greater internationalization and development of trans-
portation. This has led to greater interaction among people of different religions and cultural val-
ues. Here, students become familiar with the various considerations that are taken in their region
to accommodate this diversity.
